
住
民
意
識
と
社
会
「
同
和
」
教
育

ー

l
上
岡
市
西
部
・
塩
尻
地
区
調
査
か
ら
｜
｜

鐘

ケ

江

晴

彦

は

じ

め

社
会
「
同
和
」
教
育
、
す
な
わ
ち
部
落
問
題
、
差
別
問
題
に
関
す
る
住
民
啓
発
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
、
社
会
教
育
に
お
け

る
叶
同
和
」
教
育
は
、
現
在
大
き
な
カ
ベ
に
突
き
当
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状
の
問
題
を
、
江
嶋

修
作
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

－
講
演
（
話
）
の
中
身
が
表
面
的
す
ぎ
る
こ
と
。

① 

「
決
ま
り
文
句
」
に
よ
る
、

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
説
明
。

② 

「
お
説
教
調
」
の
、
上
か
ら
の
説
明
。

③ 

「
タ
テ
マ
エ
の
羅
列
」
に
よ
る
、
浅
い
説
明
。

暗
い
イ
メ
ー
ジ
に
包
ま
れ
過
ぎ
る
こ
と
。
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講
師
の
顔
の
表
情
、
態
度
か
ら
来
る
暗
さ
。

話
の
内
容
か
ら
来
る
暗
さ
。

（
江
嶋
修
作
「
差
別
意
識
の
構
造
と
教
育
」
『
解
放
教
育
』
第
一
六

O
号

一

九

八

二

年

）

江
嶋
の
指
摘
す
る
よ
う
な
「
表
面
的
な
話
」
と
「
暗
い
イ
メ
ー
ジ
」
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
内
容
・
方
法
の
マ
ン
ネ
リ

① 
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＠ 

明
治
図
書

化
、
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
の
一
般
住
民
の
離
反
あ
る
い
は
無
関
心
と
教
育
効
果
の
稀
薄
さ
、
こ
れ
ら
が
社
会
「
同
和
」
教
育
が
現

在
直
面
し
て
い
る
カ
ベ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
，
ヵ
ベ
a
が
出
来
上
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
最
大
の
も
の
の
一
つ
は
、
「
同
和
」
教
育
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
差
別
意
識
」
の
と
ら
え
方
の
、
非
常
な
平
板
さ

（
対
象
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
く
意
識
）
と
混
同
し

で
あ
る
。
従
来
の
「
同
和
」
教
育
で
は
、

「
差
別
意
識
」
を
「
偏
見
」

た
り
、

，
差
別
意
識
一
般
u

と
し
て
、
せ
い
ぜ
い
「
強
い
！
弱
い
」
な
ど
の
一
次
元
的
尺
度
で
測
定
で
き
る
も
の
と
考
え
る
な
ど
、

「
差
別
意
識
」
が
一
面
的
な
い
し
は
平
面
的
事
象
面
と
し
て
描
か
れ
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
来
て
い
る
。

「
差
別
意
識
」
を
多
的
な
い
し
は
立
体
的
（
構
造
的
）
事
実
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
よ
う
な
認
識
枠
組
に
基
い
て
住
民
意
識
の
全

体
像
を
実
証
的
に
把
握
す
る
こ
と
、
把
握
さ
れ
た
住
民
意
識
に
対
応
し
た
、
そ
れ
を
変
革
し
，
解
放
a
す
る
カ
を
持
っ
た
教
育
を
創

り
出
す
こ
と
、
こ
れ
が
今
日
の
社
会
「
同
和
」
教
育
の
カ
ベ
を
突
破
す
る
の
に
不
可
欠
な
営
為
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
住
民
の
「
差
別
意
識
」
を
と
ら
え
、
そ
れ
と
社
会

「
同
和
」
教
育
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
研
究
の
第
二
回
目
の
ま
と
め
で
あ
る
。
（
第
一
回
目
の
ま
と
め
は
、
「
地
域
社
会

に
お
け
る
『
同
和
』
教
育
と
差
別
意
識
｜
長
野
県
上
岡
市
塩
田
地
区
を
事
例
と
し
て

l
」
と
し
て
、
『
専
修
大
学
社
会
科
学
号
報
』
第

ナ
七
号
、
一
九
八
三
年
に
発
表
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
が
扱
っ
て
い
る
調
査
は
別
個
の
も
の
で
あ
り
、
前
回
は
上
岡
市
塩

田
地
区
、
今
回
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
じ
上
岡
市
で
は
あ
る
が
西
部
・
塩
尻
地
区
を
対
象
地
域
と
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に



も
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
）
。

調
査
対
象
地
域

調
査
実
施
時
期

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

長
野
県
上
岡
市
西
部
・
塩
尻
地
区

調
査
対
象
者

調
査
方
法

標
本
抽
出
方
法

標
本
数

有
効
回
答
数

一
九
八
三
年
三
月

t
四
月

西
部
・
塩
尻
地
区
在
住
の
ニ

O
歳
以
上
の
男
女

配
粟
調
査
（
回
収
は
郵
送
）

層
化
抽
出
法

て

四

四

O

九
三
二
（
回
収
率
六
四
・
七
%
）

西
部
・
塩
尻
地
区
の
概
要
と
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状

住民意識と社会「同和」教育

調
盗
対
象
地
域
で
あ
る
西
部
・
塩
尻
地
区
は
、
上
岡
市
の
北
西
部
、
千
曲
川
の
右
岸
に
位
置
し
、
旧
上
岡
市
の
西
部
地
区
と
、

九
五
四
年
に
上
岡
市
に
合
併
さ
れ
た
旧
塩
尻
村
と
か
ら
な
る
。
地
区
内
を
ほ
ぼ
東
西
に
国
鉄
信
越
掠
と
国
道
一
八
号
線
が
走
り
、
市

の
中
心
部
に
近
い
東
南
側
は
商
業
地
域
、
国
道
一
八
号
線
沿
い
は
商
・
工
業
地
域
、
そ
れ
以
外
の
西
部
地
区
の
大
部
分
と
塩
民
地
区

の
一
部
は
住
宅
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
塩
尻
地
区
に
は
農
地
が
開
け
、
こ
こ
の
全
世
帯
の
約
三
分
の
一
は
農
家
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
九
割
近
く
は
経
営
耕
地
面
積
五

0
ア
ー
ル
未
満
で
あ
り
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
や
は
り
九
割
近
く
に
達
し
て
い
る
。
西
部
地
区

と
塩
尻
地
区
は
、
歴
史
的
に
は
必
ず
し
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

の
管
内
と
な
る
に
及
ん
で
、

一
九
八

O
年
に
開
設
さ
れ
た
西
部
公
民
館
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一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
八
三
年
二
月
一
日
現
在
の
大
口
は
一
四
、

四
二
九
人
、



四
、
五
九
一
世
帯
で
あ
っ
た
。

西
部
・
塩
尻
地
区
に
は
、
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五
か
所
約
二
四

O
戸
の
被
差
別
部
落
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
西
部
地
区
の
北
側
、
正
陵
地
帯
の
斜
面
に
、

隣
接
し
て
存
す
る
二
つ
の
被
差
別
部
落
は
、
戸
数
そ
れ
ぞ
れ
一
一
五
戸
、
七
五
戸
と
、
上
田
市
で
も
有
数
の
規
模
で
あ
る
が
、
塩
尻

地
区
に
存
す
る
こ
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
戸
、
五
戸
と
、
極
め
て
規
模
が
小
さ
い
。
被
差
別
部
落
の
人
々
の
職
業
は
、
か
つ
て
は
小

作
農
、
馬
喰
、
肉
屋
、
靴
屋
、
土
工
な
ど
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
町
工
場
な
ど
の
勤
め
人
が
、
特
に
若
い
層
で
は
圧
倒

的
に
多
く
、
四

O
代
以
上
の
年
齢
層
に
な
る
と
養
豚
業
、
食
肉
仲
買
い
、
土
建
業
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

五
か
所
の
う
ち
、
一
一
五
戸
と
最
大
の
規
模
の
被
差
別
部
落
は
、
戦
前
、
信
濃
同
仁
会
の
活
動
が
非
常
に
盛
ん
だ
ヲ
た
所
で
あ

り
、
戦
後
も
か
な
り
早
い
時
期
に
部
落
解
放
同
盟
の
支
部
が
結
成
さ
れ
、
現
在
で
も
約
五
割
の
組
織
率
を
保
ち
、
市
協
の
副
議
長
を

出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
比
べ
る
と
他
の
四
か
所
は
、
組
織
率
が
低
か
っ
た
り
規
模
が
非
常
に
小
さ
か
っ
た
り
で
、
解
放
運
動
は
あ
ま

り
盛
ん
で
は
な
い
。

西
部
・
塩
尻
地
区
の
社
会
「
同
和
」
教
育
は
、
西
部
公
民
館
が
開
館
し
、
こ
こ
に
若
く
て
意
欲
的
な
公
民
館
主
事
や
ベ
テ
ラ
ン
の

「
同
和
」
教
育
指
導
員
が
配
属
さ
れ
て
か
ら
、
非
常
に
活
発
に
な
っ
た
。

西
部
公
民
館
は
昭
和
五
七
年
度
は
、
「
自
治
会
同
和
の
定
着
と
地
域
課
題
と
し
て
の
自
主
的
取
り
組
み
の
推
進
」
、
「
解
放
子
ど
も

会
の
充
実
と
、
地
域
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
」
、
「
同
和
地
区
集
会
所
の
解
放
学
習
・
生
活
学
習
の
推
進
」
と
、
六
項
目
の
公
民
館

〈
基
本
目
標
〉
の
う
ち
の
半
数
を
「
同
和
」
教
育
に
充
て
、
次
の
よ
う
な
多
彩
な
「
同
和
」
教
育
事
業
を
実
施
し
た
。

自
治
会
同
和
教
育
講
座
｜
｜
各
自
治
会
に
お
い
て
年
二
回
行
う
（
四

2
一一一月）。

自
治
会
同
和
教
育
推
進
委
員
会
育
成
事
業

l
l自
治
会
単
位
に
組
織
し
、
地
域
の
指
導
者
を
養
成
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
同
和
教
育

を
推
進
す
る
（
年
間
）
。



同
和
教
育
講
座
｜
｜
地
域
の
指
導
者
の
研
修
会
を
実
施
す
る
（
一

t
三
月
）
。

同
和
教
育
学
級
｜
｜
解
放
学
習
を
中
心
に
学
習
を
深
め
る
〈
年
間
）
。

地
区
市
民
集
会
｜
｜
部
落
差
別
を
地
域
か
ら
な
く
す
集
会
を
行
う
（
九
月
）
。

同
和
集
会
所
指
導
事
業
｜
｜
同
和
対
策
集
会
所
設
置
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
学
習
活
動
を
推
進
す
る
（
年
間
）
。

解
放
子
ど
も
会
育
成
事
業
｜
｜
部
落
差
別
の
現
実
に
学
び
、
部
落
解
放
へ
の
展
望
と
自
覚
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
く
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
行
う
（
年
間
）
。

同
和
教
育
指
定
地
区
事
業
｜
｜
一
地
区
二
年
間
の
学
習
を
行
う
。
五
七
・
五
八
年
は
鎌
原
（
年
間
）
。

（
以
上
、
上
田
市
教
育
委
員
会
『
上
田
市
の
教
育
・
昭
和
五
七
年
度
』
よ
り
抜
粋
）

住民意識と社会「同和J教育

こ
れ
ら
の
う
ち
で
公
民
館
が
最
も
カ
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
各
自
治
会
が
全
住
民
を
対
象
に
実
施
す
る
「
自
治
会
同
和
教
育
講

座
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会
は
ご
く
僅
か
で
、
他
は
め
ん
ど
う
だ
か
ら
適
当
に
済
ま
し
た

い
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
ま
た
積
極
的
に
や
っ
て
い
る
自
治
会
で
も
、

－出
席
者
の
層
が
限
ら
れ
、
毎
回
人
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
（
な
お
、
上
岡
市
の
概
要
と
市
の
「
同
和
」
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

西
部
・
塩
尻
地
区
住
民
の
意
識
状
況

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
、
部
落
差
別
に
か
か
わ
る
意
識
（
以
下
で
は
こ
れ
を
、
，
，
部
落
差
別
意
識
u
と
表
現
す
る
）
に
関

す
る
項
目
の
質
問
文
・
選
択
肢
と
回
答
結
呆
は
、
一
九
五

t
ニ
O
O頁
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
予
め
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、

聞
の
番
号
は
調
査
票
に
お
け
る
質
問
番
号
、
選
択
肢
の
番
号
等
の
下
又
は
右
に
あ
る
数
字
は
回
答
の
百
分
比
、

N
A
は
ロ
O
ω
5
4
5『

つ
ま
り
無
回
答
の
略
で
あ
る
。
問
日
の
選
択
肢
5
の
数
字
は
、
，
5
に
O
を
つ
け
た
う
え
り
内
に
そ
の
理
由
を
明
記
し
た
者
の
比
率
、
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，
5
で
N
A
u
は
5
に
O
を
つ
け
な
が
ら
そ
の
理
由
を
き
ち
ん
と
記
入
し
な
か
っ
た
者
、

N
A
は
間
口
全
体
に
つ
い
て
の
無
回
答
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
間
U
は
、
差
別
意
識
の
中
心
的
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
、
認
知
し
た
被
差
別
者
集
団
と
自
ら
と
の
差
異
の
意
味
づ

け
方
に
関
す
る
質
問
で
、

A
は
そ
の
差
異
を
質
的
で
非
連
続
な
差
異
と
み
な
す
、
い
わ
ば
，
文
化
的
意
味
づ
け
ヘ

B
は
そ
れ
を
量
的

い
わ
ば
，
社
会
的
意
味
づ
け
ヘ
そ
し
て
A
、
B
ど
ち
ら
に
も
明
確
に
反
対
す
る

5
は
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な
、
そ
れ
ゆ
え
連
続
的
な
差
異
と
み
な
す
、

，
差
異
の
意
味
づ
け
な
し
a
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
問
叩
は
、
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
質
問
で
あ
り
、

番

左
側
の
数
字
は
、
選
択
股
に
そ
の
選
択
肢
番
号
を
ス
コ
ア
と
し
て
与
え
た
場
合
の
各
ア
イ
テ
ム
の
平
均
点
で
あ
り
、
折
れ
線
は
そ
の

平
均
点
の
位
置
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
回
答
結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

西
部
・
塩
尻
地
区
の
住
民
の
多
く
は
、
被
差
別
部
落
に
対
し
て
加
害
者
意
識
（
問
5
）
も
被
害
者
意
識
（
問
6
）
も
持
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
被
差
別
部
落
の
人
達
に
差
異
感
（
閉
店
）
も
あ
ま
り
抱
い
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
大
半
の
住
民
に
と
っ
て
、

は
、
日
常
意
識
の
レ
ベ
ル
で
は
遠
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
友
達
づ
き
あ
い
（
問
7
）
、
近
所
づ
き
あ
い
（
問
8
〉
と
い
っ

た
日
常
的
人
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
差
別
的
態
度
を
表
明
す
る
者
は
少
な
い
。
し
か
し
、
居
住
地
域
ゃ
い
わ
ゆ
る
「
家
柄
」
・
「
血

筋
」
を
理
由
と
す
る
差
別
と
い
う
部
落
差
別
の
本
質
と
密
接
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
結
婚
に
関
し
て
は
（
問
9
）
、
比
較
的
タ
テ

部
落
問
題

マ
エ
が
表
明
さ
れ
易
い
設
問
形
式
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
別
的
態
度
（
結
婚
反
対
、
結
婚
後
の
親
類
付
き
合
い
拒
否
）
が
過

半
数
を
占
め
、
日
常
的
人
間
関
係
へ
の
反
応
と
の
落
差
が
注
目
さ
れ
る
d

次
に
知
識
・
認
知
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
、
被
差
別
部
落
の
起
源
（
問
ロ
）
や
部
落
差
別
の
現
状
（
問
凶
）
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ

る
「
正
し
い
理
解
」
を
示
す
者
が
多
い
が
、
部
落
差
別
と
他
の
諸
差
別
と
の
関
係
（
問
M
）
に
つ
い
て
は
、
部
落
差
別
を
特
殊
視
す

る
者
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
者
よ
り
や
や
多
い
。



住民意識と社会「同和」教育

問5 あなたは、自分が後差別部落の人を差別しているとか、被差別部落IC対して差別意

織をもっているとか感じたことがありますか。

よ〈ある

4.5 

少しはある

2 

32. S 

ほとんどない

3 

as. a 

全然ない

4 NA  

21. 1 . 2. 2 

問 6 あなたは、これまで｝ζ、彼差別都港の人から燥な恩ωーをさせられたことがあります

か。

‘よ〈あ、る

4.3 

少しはある

2 

20. 5 

；ほ’hんどーない
ー．一3 

24.9 

－全然ない ー

4 NA  

48.8 1.5 

問5 あなたは、被差別部落の人は「自分たちとどこがちがう」と感じたことがあります

油、。

よくある 少しはある

2.. .. 

6.8 32. 5 

ほとんどない

3 

84. 1 

全然なれ

4 NA  

28.4 S.2 

問 7 今まで重量しくつきあ勺ていた友人が、後差別都港の人だということがわかったとし

ます。その場合、あなたはどうすると思いますか。

1 これまでと同じように貌しくっき合うと思う。 82.7 

; .・.:2ーおもでだってfl!l!l!は変えないが、だんだんつきあいをさけていくと思う。14.3 

3 つきあいは、やめてしまうと思う。 ー ・ 1. 2 

NA  1. 8 

問 8 あなたのお宅の隣IC、あなたが所有するあき地があり、後差別館落の人がそこを宅

地として売っでほしいと申し入れてきたとします。言い値は申し分ないのですが、そ

んなとき、もしもあなただ勺たらどうしますか。
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I 土地を宛ってあげ、家ができて怨してきたら近所づきあいをする。 72. 0 

2 土地は売るが、家ができて越してきて也、あま P近所づきあいはしない。 8.4

3 土地を売らない。 15. 1 

NA  4. 5 



問 9 もしもあなた昨ごろの餓さんがいるとして、その娘さんが結婚の相手として選ん

だのが、設差別部落の人だ勺たとします。相手の男性は申し分のない人ですが、あな

ただ勺たらどうしますか。

1 二人の絵婦を認め、相手の男性の:.k！聖C向緩や兄弟〉とも規せき付き

合いをする。

「－2 二人のS古傷は認めるが、相手の男性の家族とはあまり綬せき付き合い

「ー一寸 をしない。

I 』 －3 二人の鎗婦には反対する。

‘→問 9-1 〈この貧聞には.J己で2と3にOをつけたかただりお答えくだされ。〉あなた

はどういう理由でそうするのですか．最も大きな理由をあげてくださt、。

39. 9 

13. 7 

38.5 

NA  7. 9 

7. 5 

31. 3 

6.9 

5.3 

14 6 

15. 3 

s. 6 

15. 5 

世間体がよ〈ないから

家族や忽せきが反対するから

「家柄」や「血すじJがちがうから

生活の習慣がちがうから

自分のlU！や現せきが差別されるから

その簸や生まれた孫が差別されるから

その他（具体的に書いて〈ださい。：｝

NA  

’＆。，．
90

・a
a
E

区

A
v
e
e

’a

， 

間12 被差別部落がどうしてできたかについて、次のようなこつの考え方があります。

A：「鍍差別部落は、江戸時代に為政者＜ a.治をおこなう人びと〉が、自分たちの

地位を長〈保つためにわざとつ〈った身分制度がもとになってできたものだJ

B：「被差別部洛は、組先が日本人でなか勺たり、思いことをしたり、人のいやが

る厳寒についていたりしたためにできたものだJ

あなたは、 A、Bどちらの考え方が正しいと思いますか。

NA  

4.5 
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B 

4 

7. 9 

どちらかといえば B

3 

16. 8 

どちらかといえばA

2 

27. 7 

1 

43. 0 

A 



住民意識と社会「同和」教育

間18 今日都港差別が Eうなっているかについて、次のようなこつの意見があります。

A ：「部ii差別は、今日では、もうほとんどなくなってきているJ
B：「部落差別は、今日でもまだ犠強〈存在しているJ
あなたはA、 Bどちらの意見lζ質成ですか。

A どちらかと L、えl"!A どちらかとも、え1-fB B 

18. 2 

2 

24.9 

3 

84. 4 

4 NA  

24.6 2. 9 

問14 部落差別と在日朝鮮人（日本にいる朝鮮・胸囲系の人）差別や陣審者〈体や繍神It:

障害のある人）差別との違いについて、次の二つの意見があ 9ます。

A ：「郡搭差別はごく普通の同じ日本人民対する不当な差別であるから、在日朝鮮

人差別や障害者差別とは銀本的民性絡が異なる」

B：「爺落差別と在日朝鮮人差別や障害者差別とは、その成り立ちに異なる側面は

あるが、その原因はいずれも社会のしくみや人びとの偏見にあるのだから、根

本的には同じものであるJ
あなたはA、 Bどちらの意見広質成ですか。

A どちら埠、とに、えl"!A どちらかと L、え』ま B B 

24. 7 

2 3 

29. 2 24.0 

4 NA  

20. 8 4.8 

悶11 Aさんと Bさんが、被差別部穫の人たちがどうして差別されるのがについて、怒し

合っています。

Aさん： 「笹差別館落の人たちは、他の人たちと、”家柄”や”血すじ”がちが

うから差別されるのだ」

Bさん： 「滋差別部落の人たちは、他の人たちと、生活・織衆 ・教育などの程度

がちがうから差別されるのだ」

あなたは、 Aさん、 Bさん、どちらの意見に費成ですか。

1 Aさんの意見に賛成 14. 7 

，，、

8

1

7

8

の

怠

E

1

1

下

2

1

1

ず必

成

成

を

賃

貸

由

民

に

理

見

見

の

意

怠

そ

の

の

、

ん

ん

は

さ

さ

対

人

A

B

成

反

た

ぱ

ば

震

も

け

え

え

に

に

つ

い

い

見

見

を

と

と

怠

怠

O

か

か

の

の

に

ら

ら

ん

ら

5

ち

ち

さ

ち

で

ど

ど

B
ど

吐

／

1
＼

9

・
qu
・
4

・R
R
u

－
U
U
＼

1
1
ノ

だ

，、
てS

 

F

、
肉日

5でNA 7. 5 

NA  7. 3 
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問80 世の中に は現在、次のような考え方をする人もいると言われています。あなたは、

そのよう立考え方IC:共感をおぼえますか、それとも反発を感じますか。 a～iのそれ

ぞれについて、お答え〈だきい。

共惑をおぼえる反発を感じる NA  

a 「差別してはいけないとわか勺ていても、

相手が彼差別部落の人だとわかると、なんと 2 

な〈意鎗して、気涯に接しられない」 37. 9 50. 6 11. 5 

b 「差別はい付ないことだが、 l.,,1:せん人間

の世界では郵落差別のようなものは、いつま 2 

でたってもな〈ならない」 41. 0 47. 5 11. 5 

C 「後援.SU鶴落の人以外はすべて差別をして 1 2 

いる、と決めつけるのには眼が立つ」 60. 5 24.0 15. 5 

d 「後差別部落の人には低利の融費制度があ

うたり、行政から何かk鐙助があるという箆 2 

をき〈と、近ごろではどちらが差別されてい 66. 0 23.7 10. S 

るのか分らないJ
e 「差別されないようにするには、後差別部

iiの人は、も勺と曾業づかいに気をつけたり、 2 

’． り礼儀正し〈したりして、人から好感をもたれ 54; 4 33.8 12. 3 

' ，，｝る：：.u－医すればよい」

f 「後差別都議出身だということを気にする

のは、一種の：， ＂／プ νフタスのようなものだ。 2 

そんなことでタヨタ，しているから、いつま 69. 3 19. 0 11. 7 

でた・3ても、問題がな〈ならないのだ」

g 「部落解鉄運動をやっている人は、苦しい

体験ゃ世間のlit!£をはねのけてやっているの 2 

だから、偉いと思う」 65. 2 22. 1 12 7 

h 「差別され、悩んでいる人のことを考えれ

ば、ただ鈎laだけで理解するのではな〈、差 2 

j!Jをな〈すよう行動してい〈ことが必要だJ 72. 1. 14.5 13.4 

I 「盆別、差別と騒ぎ立てるのは、やめた方

がよL、。そ勺としておけば、皆はこの問題を 一2 ・ー

忘れてしまい、白書患に問題は解決するJ 56. I 33. 4 10. 5 

問29 ある人が位差別部落の人IC:対して差別発きをしたために、反省をせまるための集会

が聞かれることになったと仮定します。それに対しては、次の 2つの意見が予怨され

ます。

A：「そのような集会1.l、本人も気づかない釜.81］愈訟に気づかせ、その人を変える

効果があるから、大いにやるべきだJ
B：「そのような集会は、人ぴとの反発をまねき、かえって差別j思議を助長するの

で、やるべきではなL、｝・

あなたは、 A、 Bどちらの意見に費成ですか。

ー、
A 

5.7 

EちらかとL、えIfA ，どちらかといえIfB 

2 

IS. 3 

3 

49. 6 

B 

4 NA  

27. 4 4. I 

260 



住民意識と社会「同和」教育

閑28 彼差別部i¥lll:対しては、現在、聞や県、市が住宅の改善、下鋳]I<:や道路盤備、奨学

金や入学支度金の貸与、民衆や商工業の銀興などの特別な事業をおこなっていますが、

このことについてのあなたのお考えや感想は、次のどれに一番近いですか。

1 当然の措置であり、これからも今までどおり 積極的にすすめるべきだ。 7. 4 

2 今後もすすめる必要はあるが、今までのようなやり方は変えるべきだ。 17. 9 

s 彼差別部落の環浸や人ぴとの生活はかなり改善されたのだから、もうやめても

よL、。 24.2 

4 後援.811部落の人たちに対してだけ特別の施策をすることは不公平だと思う。43.2 

NA  7. 2 

問10 鍍差別部落の人には、どのような特徴があるとお感じですか。

次のア～キのそれぞれの点について、 1 非常にすぐれている、 4 やや劣っている

など、あなたのお感じに近いところの番号にOをつけて下さい。

蓄すぐ
+ 主れてる<・ 

ややすれてぐ

や

劣かなりて， 非常劣I・E? 

や
劣
竺2・
て て て

平均
、、 も、 L、 L、
る る る る NA  

a. 66 7 行儀の良さ

2 3 4 5 6 

2. S 7. 2 35. 2 9. 8 s. s 19. 8 

3. 54 イ 礼儀正しさ

2 3 4 5 6 

2. a 7. 5 27. Sl. 7 8. 2 2. 5 20: 8 

s. 05 ウ勤勉さ

2 3 4 5 6 
一－－，、． s. a 13. 0 17. 7 2. 9 1. 3 22. 4 

a; S4 品 頭 町 農さ

2 3 4 5 6. 
2. 8 7. 8 S2. 28. 2 3. 9 1. 1 28. 5 

a. oa オ ill 切さ

2 3 4 5 6 

6. 1 14. 3: ss. 9 17. I 5. 5 I. 5 21. 7 

3. 48 3句 信用の厚さ

2 3 4 5 6 

s. 3 9. 0 26. 3 28. 8 7. 7 2. 9 22. 0 

3. 28 ~明るさ

2 3 4 5 6 

5. 2 10. 7 27. 7 28. 5 5. 7 1. 1 21. 1 
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間27 小・中学校での同和教育le.対して、次の二つの意見があります。

A：「部落差別やその他の差別の問題を正し〈理解し、差別とたたかうカを身につ

けることは、これからの人間：として是非とも必要なことであるから、学伎は同

和教育に力を入れるべきだJ

B：「学校の本来の任務は、学力を高めたり、正しい生活習慣を身につけさせるこ

とであるのだから、それがおろそかにならないよう、肉和教育はほどほどにす

べきだJ
あなたは、 A , Bどちらの意見に質成ですか。

A 

1 

17. 6 

どちらかといえばA どちらかといえばB

2 

25. I 

3 

35. 2 

関31 あなたの部落it.Biltζ対する気持ちは、次のどれに一番近いですか。

B 

4 NA  

17. 8 4. 3 

1 2午せないこと止ので、罰極的lとな〈すようにしてゆかねばならない。 22. 6 

2 そっとしておけばやがてな〈なるので、あまり騒ぎたてない方がよい。 38. 5 

3 良くないことだが、簡単にはなくならないので、どうしようもない。 21. 4 

4 自分のまわ＇ ICは差別止守 Z人も也れた人也 いないので、自分とは直俊閃係の

ないことだ。 ・ 6. 7 

5 2主差別部落町人も悪いのだから、いちがいに差別をした人だけを責められない。

3.9 

NA 6.9 
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被
差
別
部
落
の
差
異
の
意
味
づ
け
方
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
差
異
の
意
味
づ
け
を
し
な
い
者
も
二
割
近
く
存
す
る
も
の
の
、

，
文
化
的
意
味
づ
け
。
を
行
な
う
者
が
半
数
近
く
に
達
し
、
被
差
別
部
落
と
の
非
連
続
感
は
一
般
に
か
な
り
強
い
。

部
落
差
別
解
消
へ
向
け
て
の
運
動
や
行
政
施
策
、
あ
る
い
は
被
差
別
部
落
の
人
に
対
す
る
意
識
は
、
表
層
に
お
い
て
は
好
意
的
で

あ
る
が
（
問

m
i
g
－

h
）
、
よ
り
深
い
層
で
は
非
好
意
的
（
閑
却

l
e
・
f
）
で
、
運
動
や
行
政
へ
の
反
援
（
問
却

I
c
－
－

1
、

問
泊
）
、
い
わ
ゆ
る
n
ね
た
み
意
識
H

（
問
却

l
d、
問
泊
）
を
持
っ
て
い
る
者
が
非
常
に
多
い
。

ま
た
、
平
均
的
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
（
問
叩
）
は
、
「
親
切
で
勤
勉
だ
が
、
行
儀
が
悪
く
礼
儀
知
ら
ず
」
と
い
っ
た
傾
向
を
示

す
。
学
校
で
の
「
同
和
」
教
育
推
進
（
問
幻
）
に
は
否
定
的
な
者
が
多
く
、
部
落
差
別
に
対
し
て
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
」
や

「
あ
き
ら
め
論
」
的
立
場
を
取
る
者
が
多
い
（
閑
却

l
b
－
－

1
、
間
出
）
。

数
量
化

E
類
に
よ
る
部
落
差
別
意
識
の
類
型
化

以
上
は
、
西
部
・
塩
尻
地
区
住
民
の
か
部
落
差
別
意
識
d

の
平
均
像
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
実
の
住
民

住民意識と社会「同和」教育

の
意
識
t主
千
差
万

別
で
あ
り

そ
れ
ら
を
一
定
の
共
通
項
で
く
く
る
と
し
て
も
、
数
種
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
部
落
差
別
意
識
の
類
型
を
析
出
す
る
た
め
に
、
数
量
化
E
類
（
正
し
く
は
、
林
の
数
量
化
理
論
第
E
類
）
に

よ
る
分
析
を
行
な
っ
た
。
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
先
に
示
し
た
質
問
文
・
選
択
肢
の
リ
ス
ト
の
う
ち
、
最
後
の
四
問
（
閉
山
、

幻
、
施
、
出
）
を
除
い
た
一
八
ア
イ
テ
ム
三
七
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
四
聞
を
除
外
し
た
理
由
は
、
問
泊
と
間
出
に
関
し
て

は
、
他
の
ア
イ
テ
ム
で
代
替
で
き
る
う
え
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
4
、
5
と
多
く
て
分
析
の
精
度
を
落
と
す
か
ら
で
あ
り
、
岡

山
に
関
し
て
は
、
前
回
実
施
し
た
塩
田
地
区
住
民
の
意
識
の
分
析
で
は
「
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
」
軸
が
第
1
軸
と
し
て
析
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
軸
の
実
際
的
意
味
が
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
問
幻
は
差
別
意
識
の
構
成
要
素
と
い
う
よ
り
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カテゴリー・ウエイト（第 l軸）

プラ；，.. ( + ）領媛 守イナ且 〈 ー ） 領 滋

近を売所づきあい〈し伝い、土地 2 4944 差異の意味づけ方（意味づけ
-1. 8118 らt,tい） ナシ〉

差異感〈あり） 1. 6848 結媛〈箆める〉 -I 6960 

差別していいる、う感差≫uy.織あをり志〉 1. 5276 稽き認fご〉・車l十聖誕会〈大いにやるべ -1. 6935 
勺ていると じ

接「何しとらとれEな〈意い訟」し｛共て感、気）程IC 1. 5122 

鍵6のI医れま：f仁：出差てすだ人ョ〉：時身別かれた』~予ばろをさプら【耐9れ好を反でよν震趨趨複住はにい軸，いす4」どζj)b，すZちるよC‘刷R反佐のmたラら治舞がにれはょ、釜」す附、る〉う〈反

-1. 4080 

いい「部つ」湾ま（差で共別た感の勺）てよ うも4往2もくの佐はら、f,t‘ 1. 4661 
一は種も

-1. 3400 

結、鑓反〈渓対せきづきあいをしな l. 3168 
るょiうC 

-1. 3096 
い する）

策種差、別犯罪部落）田起源（民族、蟻 l. 1722 
jljき

-1 2748 
らなL、」（反鍵）

「差別をt.,:＜すよう行動して
1. 0805 いい「錯つ」落まf差反で鐸別たの令）てよ品うななくものとZはら位、 -1 2262 

い〈 ζとが必要だ」（反安〉

表｜

は
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
教
育
意
識
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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な
お
、
数
量
化
E
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ

れ
た
い
。

表
ー
は
、
析
出
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
分
類
の
た
め
の
軸
（
尺
度
）
の

う
ち
、
相
関
比
（
が
・
）
が
－
A
F
N
S

と
最
も
大
き
い
第
1
軸
に
関
し

て
、
カ
テ
ゴ
リ
・
ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
い
も
の
を
、
プ
ラ
ス
領
域
・
マ

イ
ナ
ス
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
並
ベ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
示

す
よ
う
に
、
第
1
軸
は
、
－
「
被
差
別
部
落
の
人
と
の
近
所
づ
き
あ
い

を
拒
絶
す
る
」
、
「
被
差
別
部
落
の
人
に
差
異
感
を
持
っ
て
い
る
」
、

「
被
差
別
部
落
の
人
を
差
別
し
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
、

「
被
差
別
部
落
の
人
だ
と
分
る
と
、
何
と
な
く
意
識
し
て
気
軽
に
接

し
ら
れ
な
い
」
（
プ
ラ
ス
方
向
）
、
「
被
差
別
部
落
の
差
異
を
意
味
づ

け
な
い
」
、
「
被
差
別
部
落
出
身
者
の
娘
と
の
結
婚
を
認
め
る
」
、
「
確

認
・
糾
弾
会
は
大
い
に
や
る
べ
き
だ
」
、
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
に

反
揺
を
感
じ
る
」
（
マ
イ
ナ
ス
方
向
）
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
構
成
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
1
軸

は
、
被
差
別
部
落
に
対
し
て
強
い
差
異
感
を
持
ち
ょ
返
ざ
け
e
ょ
う
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（第 2軸）

プラス〈＋｝領峨 マ イ ナ ス〈ー｝領緩

事置tl!・糾禅会（大いにやるべ
2. 5919 

「解放運動をや勺ている人は、
-2 5356 

きだ〉 偉いと思う」〈反l!!)

「返Cろではどちらが差別さ 2. 3160 「差別を位〈すよう行動して -2. 1075 
れているのかわから似リ仮鍵） いく ζとが必要だJ（反提｝
「出身を気にするのは、－SI
の＂ ＇／プ νッタ 7-のような色 2. 2886 部落差別はほとんど解消した -1. 4270 
のだJ（反提〕

「袋た子を起乙す，..論J（反 2 0684 被差別部認の起源〈民袋、軍軍 -1. 4 207 
袋） 策、犯罪）

者「設、差別部事以外すべて差別 rl!Eた子を起ζすf,t論」（共
というき）めつけに胆がた I. 4256 

感〉
-l. 3983 

っ」（反提

差別している、差別怠訟をも
l. 3205 差異的意味づけ方（意味づけ -1. 1138 

っているという感じ〈ゐり） ナ；ン｝

「何と，.. ＜怠議して、気軽に
l. 2830 「何となく窓議して、気軽に -0. 9361 

援しられないJ（共感） 袋していられ信い」（反提〕

近所づきあい〈し伝い、土地
l. 2239 

差別している、差別:CT.l.ilをも -0. 8865 
を売らはい） 勺ているという感じ（信し〕

カテゴリー・ウエイト表 2

と
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
か
、
そ
の
反
対
に
差
異
感
が
弱
く
，
近

づ
け
。
ょ
う
と
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
か
を
仕
分
け
て
い
る
尺
度

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
第
1
軸
を
「
距
離
化
」
軸

と
名
付
け
、
こ
れ
に
よ
る
分
類
尺
度
を
、

「
近
づ
け
（
一
）
｜
｜
遠
ざ

け
（
＋
）
」
尺
度
之
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
表
2
に
示
し
た
第
2
軸
（
相
関
比
・

ω
S
S
で
は
、
プ
ラ
ス

「
確
認
・
糾
弾
会
は
大
い
に
や

る
べ
き
だ
」
、
「
逆
差
別
論
に
反
按
を
感
じ
る
」
、
「
被
差
別
部
落
コ
ン

プ
レ
ク
ス
論
に
反
揺
を
感
じ
る
」
、
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
に
反
撮

領
域
を
構
成
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

を
感
じ
る
」
等
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

マ
イ
ナ
ス
領
域

t士

「
解
放
運
動
を
や
っ
て
い
る
人
は
え
ら
い
、
と
い
う
見
方
に
反

撮
を
感
じ
る
」
、
「
差
別
を
な
く
す
よ
う
行
動
し
て
行
く
こ
と
が
大
切

だ
、
と
い
う
考
え
方
に
反
援
を
感
じ
る
」
、
「
部
落
差
別
は
も
う
ほ
と

ん
ど
解
消
し
た
」
「
被
差
別
部
落
は
、
先
祖
が
日
本
人
で
な
か
っ
た

り
、
悪
い
こ
と
を
し
た
り
、
人
の
い
や
が
る
職
業
に
つ
い
て
い
た
り

し
た
た
め
に
で
き
た
も
の
だ
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
構
成
か
ら
、
第
2
軸
は
、
部
落
解
放
運
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動
に
対
し
て
好
意
的
・
同
調
的
態
度
を
取
り
、

そ
の
運
動
の
中
で
作



り
出
さ
れ
て
来
た
理
論
や
考
え
方
に
賛
成
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
逆
に
、
解
放
運
動
に
反
援
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
論
理
や
考
え

方
に
反
対
で
あ
る
か
を
仕
分
け
る
尺
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
第
2
軸
を
「
解
放
運
動
へ
の
態
度
」
軸
と
名
付

け
、
こ
れ
に
よ
る
分
類
尺
度
を
「
同
調
（
＋
）
｜
｜
反
撮
（
一
）
」
尺
度
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
第
1
軸
と
第
2
軸
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
部
落
差
別
意
識
u

の
タ
イ
プ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
二
本
の
軸
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
四
つ
の
象
限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
1
象
限
（
遠
ざ
け
｜
｜
同
調
）
、
第
2
象
限
（
近
づ
け
l
｜
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向
調
）
、
第
3
象
限
（
近
づ
け
｜
｜
反
撮
）
、
第
4
象
限
（
遠
ざ
け
｜
｜
反
接
）
と
な
る
が
、
こ
の
各
象
限
に
対
応
さ
せ
て
、
四
つ
の

類
型
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

各
類
型
の
特
性
を
見
る
た
め
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
数
値
を
座
標
平
面
上
に
プ
ロ
ッ

ト
し
た
も
の
が
、
次
の
ペ

l
ジ
の
図
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
各
類
型
の
特
性
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る。
① 

第
1
象
限
（
遠
ざ
け
｜
｜
同
調
）

「
差
別
は
良
く
な
い
。
し
か
し
被
差
別
部
落
の
人
は
自
分
違
と
ど
う
も
違
い
、
だ
か
ら
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
。
従
っ

て
、
被
差
別
部
落
と
ご
般
u

と
は
、
あ
ま
り
接
触
し
な
い
で
別
々
に
生
活
す
る
方
が
問
題
も
起
き
ず
に
良
い
」
と
考
え
る
よ
う
な

意
識
類
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
分
離
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
は
、

② 

第
2
象
限
（
近
づ
け
｜
｜
同
調
）

こ
れ
は
、
「
差
別
を
何
と
か
し
て
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
差
別
行
為
は
徹
底
的
に
糾
弾
し
て
、
潜
在
し

て
い
る
差
別
意
識
を
明
る
み
に
引
き
ず
り
出
し
て
そ
れ
を
変
え
る
、
ね
た
み
意
識
や
逆
差
別
論
、
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
に
対
じ
て

「
解
放
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で

闘
っ
て
行
く
等
の
解
放
運
動
が
不
可
欠
」
だ
と
考
え
る
よ
う
な
意
識
類
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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第
3
象
限
（
近
づ
け
｜
｜
反
接
）

こ
れ
は
、
「
被
差
別
部
落
と
が
一
般
a
と
は
今
で
は
何
の
違
い
も
な
い
、
自
分
も
被
差
別
部
落
に
差
異
感
を
感
じ
な
い
し
差
別
は

し
て
い
な
い
。
部
落
差
別
は
殆
ん
ど
解
消
し
た
の
だ
か
ら
、
仮
に
娘
が
被
差
別
部
落
の
青
年
と
結
婚
し
た
い
と
号
一一
回
え
ば
認
め
て
や
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
互
に
全
く
同
じ
に
な
れ
ば
、
部
落
差
別
は
自
然
に
な
く
な
る
も
の
だ
」
と
考
え
る
よ
う
な
意
識
類
型
で
あ
る
。
そ

「
融
合
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第

4
象
限
（
遠
ざ
け

l
l反
綴
）

こ
れ
は
、
「
被
差
別
部
落
の
人
は
祖
先
が
異
民
族
、
罪
人
、
賎
業
の
者
等
だ
っ
た
の
だ
か
ら
差
別
さ
れ
て
当
然
で
あ
り
、
解
放
運

動
だ
何
だ
と
い
っ
て
騒
ぎ
立
て
る
の
が
い
け
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
な
意
識
類
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
温
存
型
」
と
名
付
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

こ
で④ 

四

各
意
識
類
型
の
特
徴

C.! 

こ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
た
各
意
識
類
型
の
特
徴
で
あ
る
が
、
ま
ず
各
類
型
と
数
量
化
E
類
の
解
析
に
は
用
い
な
か
っ
た
部
落

差
別
意
識
と
の
関
係
を
見
る
と
、
図

1
2図
4
に
示
す
よ
う
に
、
「
解
放
型
」
が
最
も
い
わ
ゆ
る
「
前
向
き
」
の
意
識
、
そ
れ
に
対

し
て
「
温
存
型
亡
が
最
も
後
向
き
、
「
融
合
型
」
と
「
分
離
型
」
は
そ
の
両
者
の
中
間
で
あ
る
が
、
「
融
合
型
」
の
方
が
や
や
「
前
向

き
」
の
意
識
傾
向
を
示
す
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
（
図
1
）
で
は
、
「
解
放
型
」
と
「
融

合
型
」
が
「
分
離
型
」
と
「
温
存
型
」
よ
り
、
被
差
別
部
落
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
者
の
比
率
が
か
な
り
高

く
、
し
か
も
「
解
放
型
」
と
「
融
合
型
」
と
を
比
べ
る
と
、
項
目
に
よ
り
デ
コ
ボ
コ
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
「
解
放
型
」
の
方
が
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意識の 4タイプ×学校の r同和」教育に対する意見
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や
や
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
傾
向
が
強
い
。
学
校
の
同
和
教
育
に
対
す
る
意
見
図
に
関
し
て
は
、
「
解
放
型
」
で
は
「
学
校
は
同
和

教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
に
9

賛
成
e
（
「
賛
成
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
賛
成
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
の
者
の

比
率
は
八
割
に
近
い
の
対
し
て
、
「
融
合
型
」
で
は
こ
れ
が
約
五
割
、
「
分
離
型
」
で
は
約
四
割
、
そ
し
て
「
温
存
型
」
で
は
こ
れ
は

約
二
割
し
か
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
間
却
の
「
同
和
対
策
事
業
」
に
対
す
る
意
見
（
図
3
）
で
は
、

「
当
然
の
措
置
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
ど
お
り
積

「
解
放
型
」
で
は
二
割
を
越
え
る
の
に
対
し
て
他
の
類
型
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
満
た
ず
、
「
今
後
も
す
す
め
る
必
要
は
あ
る
が
、
今
ま
で
の
よ
う
な
や
り
方
は
変
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
者
の
比
率
も
、
「
解
放

型
」
四
割
弱
に
対
し
て
「
融
合
型
」
ニ
割
強
、
「
分
離
型
」
二
割
弱
、
「
温
存
型
」
一
割
弱
で
あ
り
、
逆
に
「
被
差
別
部
落
の
人
た
ち

極
的
に
す
す
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
者
の
比
率
は
、

に
対
し
て
だ
け
特
別
の
施
策
を
す
る
こ
と
は
不
公
平
だ
と
思
う
」
と
か
ね
た
み
意
識
u
を
あ
ら
わ
に
す
る
者
は
「
解
放
型
」
で
は
全

体
の
四
分
の
一
も
い
な
い
の
に
対
し
て
、
他
の
類
型
で
は
五
割
を
越
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
部
落
差
別
に
対
す
る
気
持
で
も
、

住民意識と社会「同和」教育

せ
な
い
こ
と
な
の
で
、
積
極
的
に
な
く
す
よ
う
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え
た
者
の
比
率
は
、

越
え
て
い
る
の
に
対
し
て
「
融
合
型
」
で
は
全
体
の
約
四
分
の
一
、

「許

「
解
放
型
」
で
は
五
割
を

「
分
離
型
」
で
は
｛
割
強
、
そ
し
て
「
温
存
型
」
で
は
一
パ

l

セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
の
で
あ
る
（
図
4
）
。

年
齢
、
居
住
歴
、
学
歴
と
い
っ
た
社
会
的
属
性
、
被
差
別
部
落
の
人
と
の
つ
き
あ
い
経
験
や
親
し
さ
の
度
合
、
学
校
で
「
同
和
」

教
育
を
受
け
た
経
験
の
有
無
に
関
し
て
は
、
図

5
2図
刊
に
示
す
よ
う
に
、
各
類
型
に
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

「
分
離
型
」
｜
｜
玉

O
歳
以
上
の
年
齢
層
、
ニ

O
年
以
上
居
住
し
て
い
る
来
住
者
の
比
率
が
相
対
的
に
高
く
、
被
差
別
部
落
の
人

と
の
つ
き
合
い
経
験
の
な
い
者
、
あ
っ
て
も
親
し
い
関
係
で
な
い
者
の
比
率
が
高
く
、
学
校
で
「
同
和
」
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
者

の
比
率
も
四
類
型
中
最
大
で
あ
る
。
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図5 意識の4タイプ×年齢

2 0代 3 0代 4 0代 50代 6 0愈以上

分 離型 I10.s V／；ィ／
解放型

融合型｜ 22. l r:/// ~2.2／／／，λ 19. 5 l，、14.l＼＿刈 12.l 

温存型｜川 じミh企辻
。 10 20 30 

図6 意識の 4タイプ×居住歴

分 離型

解放型

車生合型

温 存型

5年
以内 5～9年 l 0～1 9年

40 50 60 70 80 90 JOO 

2 0年以上 生まれてからずっと

22. l 

18.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図 7 意識の 4タイプ×学歴
中学

旧制小・高小

分緯型~
解放 型 I1a. 2 

蝕合型 I 1s. o 

温存型

高伎、！日制中学、実業、女学彼等
大学、短大

旧制高使、 、専門学俊

23.4 

29.5 

19, 5 

0 10 20 30 40 50 60 70 .so 90 100 
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住民意識と社会「同和」教育

図8 意識の 4タイプ×被差別部落の人とのつきあい

今色つきあいがある ・以前つきあ勺た乙とがある つきあ勺 fこEとは位い

分自量型

解 放型

融合型

温存型

42. 2 

57. 3 

48.3 

48. 2 

29. 9 

24. 0 

21. 4 

27. 0 

O 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図 9 意識の 4タイプ×一番良〈知っている被差別部落の人との親しさ

分離型

解放 lll!

肩車合型

温 。存型

非常IC鏡しい
かt,t:り鏡しい

21. 9 

40. 0 

31.2 

25.5 

少し製しい
あまり規し〈ない
全然観しくない

17. 4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図10 意識の 4タイプ×学校で「同和」教育を受けた経験

ある t,t:い

分離型 I1s. 2 ルシクケ／メ／／ぐ
確放型

融合型

温存型じ！こ

トー一一一＋。 10 20 so 40 50 60 70 ・80 90 100 
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「
解
放
型
」

l
i
－－O
代
、
高
学
歴
者
の
比
率
が
他
の
類
型
に
比
し
て
目
立
っ
て
高
く
、
居
住
年
数
の
長
い
者
の
比
率
も
高
い
。

被
差
別
部
落
の
人
と
現
在
も
つ
き
合
っ
て
い
る
者
、
そ
れ
も
か
な
り
親
し
い
関
係
に
あ
る
者
の
比
率
が
目
立
っ
て
高
く
、
学
校
で

「
同
和
」
教
育
を
受
け
た
者
の
比
率
も
、
四
類
型
中
最
高
で
あ
る
。

「
融
合
型
」
｜
｜
一
ニ

O
代
、
居
住
年
数
の
短
い
者
の
比
率
が
他
の
類
型
に
比
じ
て
目
立
っ
て
高
く
、
高
学
歴
者
の
比
率
も
「
解
放

型
」
に
次
い
で
高
い
。
被
差
別
部
落
の
人
と
以
前
つ
き
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
、
少
し
親
し
い
程
度
の
関
係
の
者
の
比
率
が
相
対
的

に
高
く
、
学
校
で
「
同
和
」
教
育
を
受
け
た
者
の
比
率
も
、
「
解
放
型
」
に
次
い
で
高
い
。

「
温
存
型
」
｜
｜
四

O
代
、
低
学
歴
者
の
比
率
が
四
類
型
中
最
も
高
く
、
生
れ
て
か
ら
ず
っ
と
西
部
・
塩
尻
地
区
に
住
ん
で
い
る

者
の
比
率
も
、
「
解
放
型
」
と
並
ん
で
高
い
。
被
差
別
部
落
の
人
と
つ
き
合
い
経
験
が
な
い
者
、
あ
っ
て
も
親
し
い
関
係
に
な
い
者

の
比
率
は
「
分
離
型
」
に
次
い
で
高
く
、
学
校
で
「
同
和
」
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
者
の
比
率
も
同
様
で
あ
る
。

五

社
会
「
同
和
」
教
育
へ
の
参
加
状
況
と
社
会
「
同
和
」
教
育
に
つ
い
て
の
意
識

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
、
社
会
「
同
和
」
教
育
参
加
や
、
社
会
「
同
和
」
教
育
に
対
す
る
意
見
・
態
度
等
に
関
す
る
項
目

の
質
問
文
・
選
択
肢
と
回
答
結
果
は
、
二
一
三

t
一
二
五
頁
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
閉
店

2
問
幻
は
、
社
会
「
同
和
」
教
育
へ
の

参
加
経
験
が
あ
る
人
だ
け
に
回
答
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
表
示
し
た
比
率
も
、
参
加
経
験
者
を
一

O
Oと
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
回
答
結
果
に
よ
れ
ば
、
西
部
・
塩
尻
地
区
住
民
の
社
会
「
同
和
」
教
育
の
状
況
は
、
参
加
経
験
（
問
時
）
と
い
う
面
で
は

極
め
て
良
好
で
あ
る
。
住
民
全
体
の
約
六
割
が
参
加
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
回
数
も
、
ニ

t
四
回
と
い
う
人
が

最
も
多
い
が
、
一

O
回
以
上
と
い
う
人
も
回
答
者
全
体
の
約
一
割
（
参
加
経
験
者
の
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
存
在
す
る
。
し
か
し
、

参
加
動
機
・
参
加
理
由
（
問
団
）
を
見
る
と
、
自
主
的
・
主
体
的
に
参
加
し
た
人
は
参
加
経
験
者
の
約
一
五
バ

1
セ
ン
ト
に
す
ぎ

：， 、‘’：，・・・
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住民意識と社会「同和」教育

間16 とζるで、あなたは、地厳守強楊で、同和問題の学習会〈婦人学銀やPT Aなどの

中でおこなわれるものも含む心や集会に、 ζ れまで何回ぐらい$加した ξとがあ’ま

すか．

. 1 1函もない c-11-,2 2へ占臨んで〈ださい心 88. 9 

9. 9 26. 1 12. 8 10. 9 NA  6. 4 

2 l固 8 2-4固 4 Ii～9固 5 l 0回以上

問18 あなたはそれらの学習会や集会に、自分から進んで怠加したのですか。何回も重量加

された場合には、主にどうあったかでお答えください。

1 自分から進んで怠加した 15. 2 2 人におわれたので$加した 8.8 

3 おつき合いで重量加した 12. 1 

4 自治会、分館、その他の団体の役員であったので、その立場上怠加した 34.1

5 上からの命令で怠加した 10. 8 NA  18.9 

問19 あなたは、これまでに怠加した同和問題の学習会や集会の内容、やり方について、

どうお感じですか。

たいへん良い

9. 6 

まあ良い

2 

44.7 

あまり良くない

3 

26.9 

全然良〈ない

4 NA  

6. 0 12. 9 

問21 あなたは、同和問題IC対する学習会や集会に重量加することによヲて、部鷲差別やそ

の他の差別についての考え方が変勺たとお思いですか。

1 すごく変うた 3.3 3 あまり変らなかった 58.0 

-2 かなり変った 16. 6 4 全然変らなかった 18. 2 

NA  13. 9 
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問22 「同和問題IC関する学習会は、どこでやるものもほとんど内容が同じだから、一度

出ればそれで十分だJという意見があ 9ますが、あなたはこの窓見IC質成ですか、そ

れとも反対ですか。

質成

18. 0 

どちらかといえば質成 どちらかとも、えば反対

2 

38. 6 

3 

24. 9 

反対

4 NA  

12. 7 5. 8 

問23 「今のようなやり方や内容では、同和問題に関する学習会に怠加しても、同和問題

lζ対する理解が深まったり、差別意書量が改聾されたりすることはほとんど期待できな

いJという意見が負9ますが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

賛成

20. 9 

どちらかといえば費成 どちらかといえば反対

2 

S8. 5 

3 

24. 2 

反対

4 NA  

10. l 6. 2 

問24 あなたは、地緩や獄婦でおこなわれる伺和問題の学習会民対して、どのようなイメ

ージをお持ちですか。 a～eそれぞれについて、 1～4のどれかにOをつけて〈ださい。

非常に やや やや 非常に

a 明るい 暗 も、

2 3 4 NA 

2.7 20. 8 43.0 9. 7 23. 8 

b 表面的 内実的

2 3 4 

15. 6 37. 8 20. 0 5. 0 21. 7 

C かた苦しい 気 JI 
2 3 4 

16. 5 43. 5 12. 7 3. l 24. 2 
d むずかしい やさしい

2 3 4 

18. 0 31. 4 18 8 8.1 23. l 
e おもしろも、 つまらない

2 3 4 
o. 9 10. 6 40. 6 20. 6 27. 4 
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住民意識と社会「同和」教育

あなたは、部落問題や差別の問題について、今後もっと学びたいと思いますか．

4.3 

28. 9 

43.9 

18. 8 

4. 1 

大いに学びたいと思う。

ある程度は学びたいと思う。

あま 0学びたいとは思わない。

全然学びたいとは思わない。

NA  

句－－

nvu

・＠
a宅

問25

問26 R和教育の効果について、次のような二つの:ff.見があります。

A：「同和教育を積極的にすすめれば、人びとの差別意訟や偏見はだんだんkな〈

なってゆく」

B：「同和教育をやっーても、それによって人びとの差別意訟や偏見がな〈なってゆ

〈とは思えない」

あなたはA,Bどちらの意見に質成ですか。

NA  

4.6 

B 

4 

18. 8 

どちら晶、といえばB

3 

38.6 

どちらかと L、え1まA

2 

21. 1 

1 

10. 3 

A 

ず、

「
自
治
会
、
分
館
、
そ
の
他
の
団
体
の
役
員
で
あ

っ
た
の
で
、
立
場
上
参
加
し
た
」
と
い
う
人
〈
約
三
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
、

「
お
つ
き
合
い
で
参
加
し
た
」
、

「
よ
か
ら
の
命
令
で
参
加
し
た
」
と
い
う
人
を
合
わ
せ

る
と
、
全
体
の
約
六
割
近
く
に
達
し
、

，
し
か
た
な
し

の
参
加
e
と
で
も
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
目
立
つ
の
で
あ

る
ま
た
、
社
会
「
同
和
」
教
育
に
対
す
る
意
見
・
態
度

tこ tこ
関っ
しい
てて
は見
（る
問と
19 、
）学

参吏
加三

笠余
暇会
者の
の

内
半点
数骨

以－＂＂＇

上り
が方

，
良
い
。
と
し
て
い
る
が
、
「
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

部
落
差
別
や
そ
の
他
の
差
別
に
つ
い
て
の
考
え
恥
方
」

が
P

変
っ
た
u
と
い
う
者
は
約
二
割
に
す
ぎ
な
い
（
問

幻
）
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
「
同
和
問
題
に
関
す

る
学
習
会
は
、
ど
こ
で
や
る
の
も
ほ
と
ん
ど
内
容
が
同

じ
だ
か
ら
、

一
度
出
れ
ば
そ
れ
で
十
分
だ
」
と
い
う
者

が
全
体
の
六
割
近
く
も
お
り
（
問
幻
）
、
社
会
「
同
和
」

277 

教
育
の
効
果
に
慎
疑
的
な
者
が
、
や
は
り
六
割
近
く
に



達
す
る
（
問
泊
、
間
部
）
。

ま
た
、
社
会
「
同
和
」
教
育
に
対
す
る
西
部
・
塩
尻
地
区
の
住
民
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
（
問
但
）
は
、

－「
暗
い
」
、
「
表
面
的
」
、

「
か
た
苦
し
い
」
、
「
む
ず
か
し
い
」
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
、
極
め
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
「
つ
ま
ら
な
い
」
、
「
か
た
苦
し

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
非
常
に
多
く
の
人
が
抱
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
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「
部
落
問
題
や
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
っ

と
学
び
た
い
」
と
い
う
者
は
、

「
あ
る
程
度
は
学
び
た
い
と
思
う
」
と
い
う
、

か
な
り
消
極
的
な
人
を
入
れ
て
も
全
体
の
三
分
の
一

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ーノ、

社
会
「
同
和
」
教
育
と
部
落
差
別
意
識
の
類
型

一
見
活
発
に
見
え
る
西
部
・
塩
尻
地
区
の
社
会
「
同
和
」
教
育
も
、
住
民
の
意
識
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
み
る

と
、
か
な
り
大
き
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
こ
と
が
分
る
。
と
同
時
に
、
社
会
「
同
和
」
教
育
に
対
す
る
人
々
の
か
か
わ
り
方
や
意
識

以
上
の
よ
う
に
、

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
大
勢
と
し
て
の
否
定
的
な
現
実
の
中
で
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
態
度
を
示
す
少
数
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
も

推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
社
会
「
同
和
」
教
育
へ
の
参
加
状
況
や
意
見
・
態
度
と
，
部
落
差
別
意
識
e

の
類
型
と
の
関
係

を
見
て
み
よ
う
。

図
日

t
図
”
は
、
数
量
化
E
類
に
よ
っ
て
析
出
し
た
意
識
類
型
と
社
会
「
同
和
」
教
育
に
か
か
わ
る
質
問
項
目
と
の
ク
ロ
ス
集
計

の
う
ち
、
明
ら
か
に
有
意
差
の
あ
る
も
の
（
カ
イ
自
乗
検
定
で
、
危
険
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し

てバ
ヘ
社
会
「
同
和
」
教
育
へ
の
参
加
状
況
や
意
見
・
態
度
に
関
し
て
も
、
「
解
放
型
」
と
「
温
存
型
」
が
対
極
に
位
置
し
、
中
間
の

ニ
つ
の
型
の
う
ち
、
「
融
合
型
」
は
前
者
に
近
く
「
分
離
型
」
は
後
者
に
近
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
解
放
型
」
と

「
温
存
型
」
に
つ
い
て
、
社
会
「
同
和
」
教
育
に
関
し
て
の
特
徴
を
理
念
型
的
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。



住民意識と社会「同和」教育

図lI 意識の 4タイプ×社会「同和」．教育への参加経験

分離型

解放型

政合型

温 存型

26.8 

40. l 

43.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図12 意識の 4タイプ×参加しての意識変容

全あ然ま変り変色らなか勺た
なか勺た

分自量型 79. 7 

解放型 60. 9 

融合型 78.0 

温存型 93. 3 

。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図13 意識の 4タイプ×「同和の学習会は、一度出れば十介だ」

という意見への賛否
質成、どちらかといえば費成 どちらかといえば反対、反対

分離型

解放型

融合型

温 存型
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図14 意識の4タイプ×「今のようなやり方では、同和の学習会は
効果がない」という意見への賛否

聖書成、どちらかkいえば賓成 どちらかといえば問主反対

分蜂型

解放型

融合型

温存型

鈎.o

19. 3 

0 10 2Q 30 40 50 60 70 80 90 100 

図15 意識の 4タイプ× r同和の学習会」のイメージ

（明かるいー暗い）

分店陸型

解放翠

敵合 型

温存 型

やや暗い、非常陀暗い

78.9 

61.1 

63.8 

76.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

図16 意識の 4タイプ×「同和の学習会」のイメージ
（むずかしいーやさしい）

分雌型

解 1i!t型

敵 合型

温存型

ややむずかしい
やややさしい
非常にやさしい

29.1 

39. 4 

34.9 

34.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
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住民意識と社会「同和」教育

図17 意識の4タイプ× rI司和の学習会」のイメージ

（おもしろい一つまらない）
ヨド常ICおもしろい、
ややおもしろい

分 雄型

解放型

融 合型

包存型 92.4 

74.5 

80.8 

0 10 20 so 40 50 60 70 80 90 100 

図lg 意識の 4タイプ×部落問題、差別問題の学習欲求

分離型

解放型

融合型

混存型

大いに学ぴたい
ある程度は学ぴたい あまり学びたくない、全然学ぴ＇ 'I:（ない

67. 4 

43.8 

64. 0 

84. 3 

。10 20 so '10 50 6Q 70 80 90 100 

同が和な教く育なをやっても、は人思びとの差別窓滋や偏見
ってゆくと えない

一隊参移み解放型 3一0 6S 0 刀ララタラづ 37. 0 

融合型「／/ / / ,42. 9 / / / ／パ 57. 1 

温存型レヲ・.VI 87. 0 

。 10 20 so 40 50 60 70 80 90 100 
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「
解
放
型
」
｜
｜
こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
何
度
も
何
度
も
社
会
「
同
和
」
教
育
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
差
別
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
が
変
え
ら
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
同
和
問
題
」
の
学
習
会
等
に
は
繰
り
返
じ

参
加
す
・る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
社
会
「
同
和
」
教
育
は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、
「
同
和
」
教
育
を
積
極
的
に
す

す
め
れ
ば
人
々
の
差
別
意
識
や
偏
見
は
だ
必
だ
ん
な
く
な
る
と
信
じ
て
い
る
守
証
会
「
同
和
」
教
育
に
つ
い
て
、
「
明
る
く
、
や

さ
し
く
、
お
も
し
ろ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
お
り
、
今
後
も
部
落
問
題
、
－
差
別
問
題
を
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

282 

る。一
「
温
存
型
」
｜
｜
こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
社
会
「
同
和
」
＼教
育
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
か
、
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
参
加
・

匝
数
ぽ
僅
か
で
、
参
加
し
て
み
た
が
差
別
問
題
に
つ
い
℃
の
意
識
ば
全
然
変
ら
な
か
っ
た
、
と
感
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
同
和
問

題
」
の
学
習
会
は
一
度
出
れ
ば
そ
れ
で
十
分
だ
と
考
え
て
お
り
、
社
会
「
同
和
」
教
育
は
何
の
効
果
も
あ
げ
て
い
な
い
、
「
同
和
」

教
育
を
や
っ
て
も
人
び
と
の
差
別
意
識
や
偏
見
は
な
く
な
ら
な
い
叶
と
思
っ
て
い
る
。
社
会
「
同
和
」
教
育
に
つ
い
て
、

「
暗
く
、

む
ず
か
し
く
、

つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
抱
い
て
お
り
、
部
落
問
題
・
差
別
問
題
な
ど
も
う
学
び
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

お

わ

り

』こ

数
量
化
E
類
に
よ
る
意
識
の
類
型
化
は
、
漠
然
と
し
た
タ
イ
プ
を
析
出
す
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
差
別
意
識
の
全
体
像
を
構
造
的

に
把
握
す
る
た
め
に
は
」
こ
の
よ
う
な
調
査
・
分
析
と
、
厳
密
に
論
理
的
な
仮
説
枠
組
の
設
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

デ
プ
ス
・
イ
ン
タ
グ
ュ
ー
や
参
与
観
察
等
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
、
不
十
分
な

ワ
l
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
解
析
に
よ
っ
て
も
、
住
民
の
，
部
落
差
別
意
識
e

は
、
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分



化
し
て
一
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。
ま
た
、
対
象
地
域
の
住
民
は
、

は
そ
れ
へ
の
意
見
・
態
度
や
イ
メ
ー
ジ
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
社
会
「
同
和
」
教
育
は
、
，
部
落
差
別
意
識
u

の
変
革
に
一
定
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
効
果
と
い
う
も
の
を
、
非
常
に
ラ
フ
か
つ
強
引
に
図
式
化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
同
和
」
問
題
の
学
習
会
等
に
参
加
し
て
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
｜
↓
「
同
和
」
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
欲
求
が
高
ま
る

｜
↓
何
回
も
繰
り
返
し
学
習
に
参
加
す
る
｜
↓
部
落
差
別
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
変
る
｜
↓
「
解
放
型
」
の
意
識
類
型
に
な
る

従
っ
て
、
現
在
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
大
き
な
カ
ベ
を
突
き
破
り
、
社
会
「
同
和
」
教
育
を
真
に
効
果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

多
く
の
人
々
が
「
お
も
し
ろ
い
」
、
「
気
楽
だ
」
、
「
内
容
が
深
い
」
、
「
明
か
る
い
」
、
「
や
さ
し
い
」
等
と
思
え
る
よ
う
な
講
座
や
集
会

を
作
り
出
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
講
師
の
話
や
態
度
の
抜
本
的
改
革
に
よ
る
学
習
場
面
の
雰
囲
気
の

転
換
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
の
状
況
に
よ
り
適
合
的
な
学
習
内
容
・
方
法
・
メ
デ
ィ
ア
等
の
開
発
が
不
可
欠
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

住民意織と社会「同和」教育

付
記

一
見
社
会
「
同
和
」
教
育
に
熱
心
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
際
に

本
稿
で
は
、
あ
え
て
〈
注
〉
を
付
け
ず
、
必
要
な
も
の
は
文
中
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。

な
お
、
本
研
究
は
、

一
九
八

0
年
度
と
八
二
年
度
の
「
専
修
大
学
研
究
助
成
」
に
よ
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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